
学校番号 215 

令和３年度 保健体育科 

 

教科 保健体育 科目 保健 単位数 １単位 年次 ２年次 

使用教科書 最新高等保健体育 （大修館書店） 

副教材等 最新高等保健体育ノート （大修館書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・２年生では性教育の分野を学習します。個人及び社会生活における健康・安全について理解を深め、

生涯を通じて自らの健康を適切に管理し、改善していく術を身につけていきましょう。 

その他、環境や食品、労働などについて学びます。あまり興味や関心を持ちにくい内容ですが、

自分や家族はもちろん、日本全体の問題として深くかかわっていることを理解ができるようにし

ましょう！ 

 

２ 学習の到達目標 

・心と体を一体として捉え、健康・安全や運動についての理解と運動の合理的な実践を通して、生涯に

わたって計画的に運動に楽しむ資質や能力を育てる。 

・健康増進のための実践力の育成と体力の向上を図り、明るく豊かで活力のある生活を営む態度を育て

る。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c: 知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

自らの健康に関心を持ち、ノ

ートやプリントに知識をしっ

かりとまとめたり、考えたこ

とを発表したりして授業に積

極的に取り組んでいる。 

生涯を通じて健康を適切に管

理し、改善していくために、

各段階に応じた対策を自ら工

夫して考えている。 

健康の保持増進のために、自

らの取り組みだけでなく、周

りの環境の取り組みについて

も気づいている。 

自然環境の汚染が社会生活に

おける健康に影響を及ぼすこ

とに気づき、自らそれぞれの

環境汚染に応じた対策を考え

ている。 

生涯にわたって健康に生きて

いくためには、生涯の各段階

と健康とのかかわりを踏まえ

て、場面に応じた意思決定や

行動選択が不可欠であること

を理解している。 

すべての段階において、保険･

医療制度などのしくみや活用

の仕方を理解している。 

社会生活における健康の保持

増進には、個人だけでなく、

個人を取り巻く自然環境や社

会の制度、活動などが深くか

かわっていることを理解して

いる。 

評
価
方
法 

・学習活動への取り組み 

・課題・ノート・プリントな

どの提出物の状況 

・定期考査 

・提出ノート・プリン 

トの内容 

・定期考査 

・提出ノート・プリントの内

容 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c 

１
学
期 

生
涯
を
通
じ
る
健
康 

思春期と健康 

思春期における体の

変化につい て 

思春期の心の発達に

かかわる健康課題 

 

性への関心・欲求と性行

動 

 性意識の男女差 

性情報が性行動の選

択に及ぼす影響 

 

妊娠・出産と健康 

 妊娠･出産の過程にお

ける健康課題 

 妊娠・出産期に活用で

きる母子保健サービ

スについて 

 

避妊法と人工妊娠中絶 

 家族計画の意義と適

切な避妊法 

 人工妊娠中絶が女性

の心身に及ぼす影響

について 

 

結婚生活と健康 

 心身の発達と結婚生

活の関係 

 結婚生活を健康的に

送るために 

必要な考え方や行動 

 

○ ◎ ◎ a.授業に積極的に参加し、

プリントやノートに書き

写せている。 

 

b.心身の発達における心と

体の変化に対応して、異

性を尊重する態度につい

て考えている。 

b.受精、妊娠、出産とそれ

にともなう健康課題に気

づき、家族計画の意義や

人工妊娠中絶の心身の影

響について考えている。 

 

c.思春期における心身の発

達や健康課題についてと

くに性的成熟にともな

い、心理面行動面が変化

することについて変化し

ている。 

c.健康な結婚生活について、

心身の発達や健康状態な

ど保健の立場から理解し

ている。 

 

学 習 活 動

へ の 取 り

組み 

 

課題・ノー

ト・プリン

ト な ど の

提 出 物 の

状況 

 

提 出 ノ ー

ト・プリン

トの内容 

 

定期考査 

 



２
学
期 

生
涯
を
通
じ
る
健
康 

中高年期と健康 

 年をとることにとも

なう心身の変化につ

いて 

 中高年期を健やかに

過ごすための社会的

な取り組みについて 

 

医薬品とその活用 

 医薬品の正しい使用

法や安全性を守る取

り組みについて 

 

医療サービスとその活

用 

 さまざまな医療機関

の役割 

 医療サービスを受け

取るときの留意点 

 

 

保健サービスとその活

用 

 保健行政の役割や保

健サービスの活用 

 

さまざまな保健活動や

対策 

 民間機関・国際機関な

どの保健活動や対策 

 

大気汚染と健康 

 大気汚染の原因とそ

の健康影響 

 地球規模の環境問題

について 

 

水質汚濁・土壌汚染と健

康 

 水質汚濁・土壌汚染の

原因とその健康影響 

 

環境汚染を防ぐ取り組

み 

 こんにちの環境汚染

の特徴とそれを防ぐ

取り組みについて 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

a.授業に積極的に参加し、

プリントやノートに書き

写せている。 

 

b.自らの健康を保持増進す

るために、地域の保健所

や保健センター、病院や

診療所などの医療機関及

び保健･医療サービスを

適切に活用している。 

 

b.生涯を通じて健康を保持

増進するために、検診な

どを通じて自分の健康上

の課題を把握している。 

 

c.日本や世界では健康の保

持増進を図るために、健

康課題に対応して各種の

保健活動や対策が行われ

ていることについて理解

している。 

c.医薬品には、医療用医薬品

と一般用衣料品があるこ

と、承認制度により有効

性や安全性が審議されて

いること、及び販売に規

制があることを理解して

いる。 

c.人間の生活や産業活動に

ともなう大気汚染、水質

汚濁、土壌汚染などが

人々の健康に影響を及ぼ

したり被害をもたらした

りすることがあることを

理解している。 

 

学 習 活 動

へ の 取 り

組み 

 

課題・ノー

ト・プリン

ト な ど の

提 出 物 の

状況 

 

提 出 ノ ー

ト・プリン

トの内容 

 

定期考査 

 

 

学 習 活 動

へ の 取 り

組み 

 

課題・ノー

ト・プリン

ト な ど の

提 出 物 の

状況 

 

提 出 ノ ー

ト・プリン

トの内容 

 

定期考査 

 



３

学

期 

社

会

生

活

と

健

康 

ごみの処理と上下水道

の整備 

 ごみ処理の現状と問

題 

 安全で質の良い水を

確保するための仕組

み 

 

食品の安全を守る活動 

 行政や生産･正常者に

よる食品の安全のた

めの対策 

 食品の安全のために

できる私たちの活動 

 

働くことと健康 

 働く人の健康問題と

その変化 

  

働く人の健康づくり 

 職場が行う健康増進

対策につい て 

 余暇の大切さと活用

の仕方 

 

○ ◎ ◎ a.授業に積極的に参加し、

プリントやノートに書き

写せている。 

 

b.安全な水を確保したり、

安全にゴミや廃棄物を処

理したりするために、生

活で工夫しようとする点

が見られる。 

b.食品の安全のため、自分

たち消費者が行うべき対

策を考えている。 

b.余暇の大切さに気づき、

職場が行う対策と自分た

ちにできる対策の両方を

考えている。 

 

c.上下水道の整備やゴミや

廃棄物の処理は、学校や

地域の環境と健康を守る

ために行われていること

を理解している。 

c.食品の安全性は、法律によ

って確保されており、製

造･加工･保存･流通の各

段階で適切な管理がなさ

れていることを理解して

いる。 

c.労働災害は、時代による作

業形態や作業環境の変化

によって、質や量が変化

していることを理解して

いる。 

 

学 習 活 動

へ の 取 り

組み 

 

課題・ノー

ト・プリン

ト な ど の

提 出 物 の

状況 

 

提 出 ノ ー

ト・プリン

トの内容 

 

定期考査 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:知識・理解          

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


